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Ⅰ. 基準書について

1.

2.

3.

4.

(注1)

Ⅱ. 菓子業界商品分類について

1. 菓子業界商品分類とは

(1)

①

②

③

(2)

①

② 各種のデータ集計や加工、分析などにおいて、類似商品を集約したり、処
理し易くするための｢集約キー｣として利用。

一般財団法人 流通システム開発センターにて管理しているJICFS商品分類(注1)は、
その分類が大まかすぎることから現状利用するにはそぐわなく、また、あまり活用され
ていないことから、JICFS商品分類(注1)を基に菓子商品分類を細分化し、菓子業界の
実態に合ったものにし、製・配・販の利便性向上を図るため「菓子業界商品分類」を
新たに設けました。本書はその内容をまとめた基準書です。

本書は、菓子業界における流通菓子を取り扱う企業ユーザーを対象としています。

菓子業界商品分類基準は、各企業ユーザーの商品データベース（以下、DB）など
に登録する際に、菓子業界商品分類6桁の設定時および各企業ユーザーDB情報
から必要な商品群を抽出するキーとなる菓子業界商品分類を確認する場合などに
ご利用できます。

菓子業界商品分類は、予告無く変更、追加される場合がありますので、
以下e-お菓子ねっとホームページにて、ご確認ください。

下記目的実現のため、商品情報を効率良く利用できるように設定された
「菓子業界商品分類コード」です。

JICFS商品分類 : 一般財団法人 流通システム開発センターが運営・管理しているJICFS/IFDB（JANコード統合
商品情報データベース）に収録されているJANコード情報を効率よく利用できるように設定されたJICFS用の商品
分類コード。JICFSは、JAN Item Code File Serviceの略。
詳しくは一般財団法人 流通システム開発センターのホームページにて、ご確認ください。
URL  http://www.dsri.jp/

共通分析キーを実現することにより、市場分析、小売に対する棚割提案、他
社との比較分析、クロス分析など、リテールサポート活動などにおける活用
度向上を図り、業界マーケティング機能向上の一助とする。

分類共通キーを設けることにより、コードの標準化を実現し、製・配・販の相
互における作業の省力化・効率化を図ると共に、データ精度向上を実現す
る。

業界としての共通分類基準を明確にし、各種サービス向上に繋げる。

   POSデータ分析サービスや個々企業間で行われるPOSデータ交換、
   あるいは小売業への棚割提案などにおいて、菓子業界商品分類コードを
   「共通の情報交換のキー」として、利用することが期待されている。

※e-お菓子ねっとホームページURL  http://www.eokashi.net/

マーケティングへの活用度向上

効率化の実現

大量の商品情報の中から、必要とする商品群を取り出すための｢検索キー｣
として利用。

分類基準の明確化

菓子業界商品分類は｢6桁｣は、｢大（1桁）、中（1桁）、小（2桁）、細（2桁）｣の
4段階に細分化されており、主に以下のように利用されます。
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2. 菓子業界商品分類の考え方

(1)

(2)

(3)

3. 菓子業界商品分類の位置づけ

(1)

(2)

(3)

(4)

4. 菓子業界商品分類改訂の考え方

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

菓子業界商品分類は、製配2層と今後販にも普及させ、そして、複数の業界に
わたって共通に使用される商品分類ですが、手続き上、関係する業界団体の協
力も得て分類の設定を進めます。

※一般財団法人 流通システム開発センターへ確認しコード設定します。

菓子業界商品分類は、｢消費者視点を踏まえた売り場軸｣を基本原則として、設
定されております。

分類は分かり易くかつ使い易くなければならず、また、利用者それぞれの立場
を超えて共通して理解しやすいものであると共に、利活用ができるものであるこ
とが必要とされるため、菓子業界商品分類では、消費者視点を踏まえた小売業
の売り場や原料分類、あるいは商品機能などを加味して設定しています。

菓子業界商品分類コードは、JICFS商品分類コードを基に設定しており、JICFS
商品分類コードと重複したコード設定は行いません。

新に出現した商品等は、どの分類にも当てはまらないケースがあり、当初「その
他」の分類にて扱われますが、これらの商品群が成長すると（すなわち該当アイ
テム数が増大すると）、｢その他｣では不都合になってくる場合に改訂する。

商品群によって、アイテム数が増加し(市場が大きくなり)、従来の分類コードから
分離した方が良いと考えられる場合や逆に市場が小さくなり、複数の分類を1つ
に統合した方が現実的である場合に改訂する。

菓子業界商品分類基準に対し、以下の図の様な改訂ルートを設定し、定期的
（年１回程度）に改訂すべきかを検討し、より実情にあった商品分類を維持しま
す。

菓子業界商品分類及び分類基準は、みだりに変更・改訂すべきではありません
が、現状にそぐわない事態になるまで放置して良いものではなく、時代の流れ
に応じて、一定のルールと方策を決めて改訂する。

菓子業界商品分類の利用者の増大や利用アプリケーションの多様化に伴い、
より利用しやすくするための見直しが必要となった場合に改訂する。

菓子業界商品分類コード設定にあたっては、（特に同一小分類内の）細分類レ
ベルに含まれるアイテム件数ができるだけ同程度となることを原則としつつ、市
場における長期的な商品群の盛衰を踏まえて随時分類コードの見直し(細分
化、統廃合)を進めます。

菓子業界商品分類の対象となる商品とは、JAN、EAN、UPCなどのソースマーキ
ングされた、もしくはソースマーキングが可能な消費財であり、原則としてサービ
スや無形の商品は対象外とします。

菓子業界商品分類は、｢消費者視点を踏まえた売り場軸」を第一原則とした上
で、｢小売業の売場分類｣や｢原材料分類｣あるいは商品機能などを加味して設
定しています。

※JICFS商品分類は、｢消費者分類｣を基本原則としている。
   （出典:一般財団法人 流通システム開発センター JICFS分類基準書）
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【 菓子業界商品分類改訂の流れ 】

菓子業界商品分類

利用ユーザー

変更依頼

事務局

（全日本菓子協会内）

企画運営委員会

（検討・協議）

運営会議

（審議）

製販代表会議

（承認）

一般財団法人

流通ｼｽﾃﾑ開発ｾﾝﾀｰ

JICFS/IFDB

相談

（改訂要望・改訂根拠）

実 施
●事前通知・ＰＲ

●必要資料配布

●その他
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Ⅲ. 菓子業界商品分類体系

1. コード体系

N1 N2 N3 N4 N5 N6

分類例

1 3 23 35

2. コード付番・順序

(1) 分類「大」「中」は、JICFS商品分類同様で付番「大(1)」「中(3)」=菓子。
(2)

(3) 「細」は「10」から付番し、拡張性と分かり易さを考慮し"5"飛び間隔にて付番。
※Excel等の活用も考慮し、頭「0」にならないよう「10」から付番。

(4)

(5) 各分類に存在する「その他」は、JICFS商品分類同様の細分類「97」で付番。
(6)

3. 菓子業界商品分類  大・中・小分類

1 3 21
23
25
27
29
31
33
34
35
37
39
41
51
53
55
61
63
65
67
69
71
73
75
81
98

ビスケット、クッキー

チョコレート

コード順は、基本JICFS商品分類に準拠する。但し、以下の内容はJICFS商品分
類に準拠しない。
・シリアル、食品贈答品=菓子ギフトは最後の方にセット。
・菓子セットは、活用度を考慮し、最後にセット。

キャンディ
チョコレート

袋チョコレート
（大分類）

チューインガム

その他菓子類
その他催事専用品

シリアル類
ギフト
バレンタイン専用品
ホワイトデー専用品
クリスマス専用品

ハロウィン専用品

こどもの日専用品
ひなまつり専用品

盆菓子専用品

節分専用品

焼菓子
デザート類

食  品 菓  子

食  品 菓  子
大分類 中分類 小分類

（小分類） （細分類）

分類「小」は、JICFS商品分類「細」コードを使用。但し、デザート類・シリアル類・食品贈
答品は、新たに「51」より付番。また、菓子セットは少し空けて「61」より付番。

珍味分類「小」は、豆菓子との関係性があることから、豆菓子JICFS商品分類細
分類「33」の次の空き番号「34」を「小」分類として付番。

（中分類）

米菓
スナック

玩具菓子
生菓子

豆菓子・ドライフルーツ
珍味

半生菓子

細  分  類
（1桁） （1桁） （2桁） （2桁）

袋チョコレート132335

大  分  類 中  分  類 小  分  類
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Ⅳ.  菓子業界商品分類基準表
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大 中 小 細 大 中 小 細 大 中 小 細 大 中 小 細
1 3 21 キャンディ 1 3 29 米菓 1 3 39 半生菓子 1 3 63 ホワイトデー専用品

1 3 41 焼菓子

1 3 65 クリスマス専用品

1 3 31 スナック

1 3 23 チョコレート
1 3 51 デザート類 1 3 67 節分専用品

節分専用品　枡
節分専用品　面付き
節分専用品　節分豆
節分専用品　加工豆

1 3 33 豆菓子・ドライフルーツ 1 3 69 ひなまつり専用品
1 3 53 シリアル類

1 3 25 チューインガム
1 3 71 こどもの日専用品

1 3 55 菓子ギフト
1 3 34 珍味

1 3 73 盆菓子専用品

1 3 75 ハロウィン専用品

1 3 27 ビスケット・クッキー 1 3 61 バレンタイン専用品

1 3 35 玩具菓子

1 3 81 その他催事専用品

1 3 37 生菓子 1 3 98 その他菓子類

分類コード
分類名

菓子業界商品分類コード表
分類コード

分類名
分類コード

分類名
分類コード

分類名
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